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研究成果の概要（和文）： 

人工呼吸患者に対する簡便なせん妄スクリーニングツールであるICDSC日本語版の信頼性と基

準関連妥当性を、すでに妥当性が認められているCAM-ICUと比較し検討した。ICDSCを用い71回

の評価を行った結果、良好な信頼性を得た。CAM-ICUとICDSCの一致率は67%であり、CAM-ICUを

基準とした場合のICDSCの感度、特異度はそれぞれ68%、69%であった。これらより、ICDSCは

CAM-ICUを基準とした場合、高い信頼性を持つが、良好な妥当性を持つとは言えなかった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this study is to evaluate Intensive Care Delirium Screening Checklist (ICDSC) 

as an alternative tool for the Confusion Assessment Method for the ICU (CAM-ICU) to detect 

delirium in mechanically ventilated patients in ICU. Delirium was detected in 56% assessments 

by the CAM-ICU and in 52% assessments by the ICDSC with an agreement rate of 67%.  The 

sensitivity and specificity of ICDSC were 68% and 69%, respectively. Our findings suggest 

that the ICDSC frequently failed to recognize delirium detected by CAM-ICU. 
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１．研究開始当初の背景 

集中治療室におけるせん妄は予後と関連し

ており、その発見、予防の重要性が強調され

ている。しかし、言語的コミュニケーション

がとれない気管挿管患者におけるせん妄の

評価は困難である。2001 年に Ely らが発表し

たCAM-ICU（Confusion Assessment Method for 

the Intensive Care Unit）は気管挿管など

で言語的コミュニケーションが取れない、ま

た、手先を細かく動かすことができない ICU

の患者向けに開発された。この方法は気管挿

管患者にも高い妥当性、信頼性がすでに評価

されているものの、患者の協力を要し、若干

煩雑である。日本では多くの施設で日常的な

せん妄に対するスクリーニングが行われて

いるとはいえず、その理由の１つに CAM-ICU

使用時の煩雑さがある可能性がある。

CAM-ICUと同時期にBergeronらにより発表さ

れ た ICDSC (Intensive Care Delirium 

Screening Checklist)は CAM-ICU よりも簡便

であり、患者の協力を必要としない。内容は

受け持ち看護師であれば、その勤務帯の患者

の状況を思い出しながら評価できるもので

ある。CAM-ICU はある時点におけるせん妄を

評価するのに対し、ICDSC は一定時間（8 時

間程度）の患者の状態を総合して評価するた

め、多忙な看護師にとって使用しやすいと考

えられる。ICDSC も CAM-ICU と同様、非気管

挿管患者を含むICU患者において妥当性が評

価されている。 

しかし、ICDSC は、せん妄のリスクが高い気

管挿管・人工呼吸器使用患者のみを対象にし

た妥当性評価は行われていない。CAM-ICU と

の比較においては、対象に気管挿管・人工呼

吸器使用患者が含まれているもののサブカ

テゴリー分析は行われていない（気管挿管・

人工呼吸器使用患者の症例数が少なかった

と考えられる）。同じクリティカルケアを要

する患者でも、音声を用いたコミュニケーシ

ョンがとれず、鎮静管理を受けていることが

多い気管挿管患者はそれ以外の患者とせん

妄評価という観点において大きな差異があ

ることが考えられ、気管挿管患者のみを対象

とした妥当性の評価はICDSCを臨床で使用す

るにあたって必須である。ICU で多数を占め

る気管挿管・人工呼吸器使用患者に対する

ICDSC の妥当性が証明されれば、簡便で日常

的にせん妄の評価を行う施設が増加するこ

とが予想される。 

 

２．研究の目的 

人工呼吸患者に対するICDSC日本語版の基準

関連妥当性を、CAM-ICU と比較し検討。 

 

３．研究の方法 

鎮静スケールである Richmond Agitation 

Sedation Scale (ICDSC 評価不能患者を除外

するために使用)、ICDSC ともに原著者の許可

を取得し、逆翻訳法を用いて RASS、ICDSC の

日本語版を作成した。 

ICU 入室患者を対象に複数以上の医師、看護

師が独立して RASS を用いて鎮静深度を評価

し、RASS日本語版の評価者間信頼性の評価を

行った。その後、RASS 日本語版を使用し、RASS 

-2 以上の ICU 入室患者を対象に、複数の看護

師が独立してICDSC日本語版を用いてせん妄



 

 

の評価を行い、評価者間信頼性を検討した。

さらに、2 施設の ICU に入室している成人人

工呼吸患者を対象として研究協力者が

CAM-ICU を評価し、その評価とは独立して担

当看護師が ICDSC を評価、基準関連妥当性を

検討した。 

 

４．研究成果 

29人の ICU患者に対し合計92回の RASS日本

語版の評価者間信頼性の評価を行った。対象

患者の 31%の評価が RASS 0 であり、良好な評

価者間信頼性を得た(weighted k = 0.84)。

ICDSC の評価者間信頼性に関しては 30 人の

ICU 患者で 71回の評価を行った結果、一致率

は 57.7%、重み付けカッパ係数は0.80 であっ

た。ICDSC の基準関連妥当性は 47 人（年齢

67±13 歳）の ICU 入室中の人工呼吸患者を対

象に 152 回の評価を行った。全評価のうち、

97％は鎮静を受けており、RASS -3 から 0 の

間にあった。CAM-ICUと ICDSCの一致率は 67%

であり、CAM-ICU を基準とした場合の、ICDSC

の感度、特異度はそれぞれ 68%、69%であった

（表１）。 

 

表１ 

 

本研究におけるICDSCの基準関連妥当性は非

人工呼吸患者も対象とした先行研究と比較

し十分でなく、対象患者、日本語版の評価者

間信頼性、カットオフポイントを再評価する

必要性が示唆された。 
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